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 ⑨ やくもスポーツ交流会実行委員会の発足  

 

八雲住区でのスポーツ交流は、八雲小学校校庭で

の「みんなの運動会」とソフトボール大会を中心と

した「地域スポーツ交流会」が並行し、それぞれが

実行委員会で活動していた。そこで22年度より二つ

の実行委員会を整理・統合出来ないかという趣旨か

ら取り敢えず合同会議を開催した 

【22年度】 

6/1 第１回合同会議、6/29 第２回、7/29 第３回、

8/26第４回は、「みんなの運動会」の企画・準備し、

9/17常任委員会から了承された。9/30第５回を経て

10/17「第24回みんなの運動会」を開催。 

12/12 に予定されていた「地域スポーツ交流会」

の内容は10/22 のコア会議で「住区内ウォーキング

＆スタンプラリー」と「みんなで呑川ウォーキング」

などの案が出され、呑川沿いに東工大キャンパスへ

のウォーキングを選択し10/31に実踏を行った。 

11/2第６回ではコア会議の案を了承し、氷川神社

境内での豚汁・おにぎりとなった。11/19 常任委員

会にも説明。12/12 「第24回地域スポーツ交流会『東

工大を探検しよう』」を実施、69人が参加した。当日

第９回合同会議。 

【23年度】 

6/25 第 10 回合同会議にて統合した新たな名称の

候補を「やくもスポーツ交流会実行委員会」とし、

10/16 みんなの運動会、12/4地域スポーツ交流会を

行うことをとした。7/14常任委員会にて新たな特別

委員会の設置が承認された。 

7/26第１回新実行委員会を開催。10/16 「第25回

みんなの運動会」を開催。10/29 第４回委員会後に

都立園芸高校まで実踏。12/4 「第25回地域スポーツ

交流会～都立園芸高校を探検しよう～」を実施し60

人が参加。 

この間で検討したそれぞれのイベントの目標は、 

◇共通「子どもたちを中心に高齢者も含めた、地域 

に顔見知りを増やす交流の場」 

◇みんなの運動会「八雲小の運動会とは違った種目 

で点数に拘らず、和気藹々としたふれあいの場」 

◇地域スポーツ交流会「学校を中心としたスポーツ

イベントではなく、ウオークラリー、スタンプ

ラリーなどを通して地域を再認識したり商店街 

等との連携を深める」 

 ⑩ 統括運営員制度の導入  

 

住区センター開設時（平成11年４月）の窓口業務

の体制は、目黒区が暫定的に非常勤職員を配置して

事務処理全般、運営員の研修指導を行うことでスタ

ートした。 

平成 15 年度に非常勤職員の配置が終了すること

となり、その対応について検討の結果、非常勤職員

の業務を引き継ぐ常勤の「主任運営員」を採用した。 

平成20年度に入り、主任運営員より常勤の勤務が

難しいとの申し出により、週２日～３日の勤務実態

に変更となった。業務処理全般の中核部分はすべて

主任運営員が一人で担当しているため、行政との連

絡調整や運営員の指導体制が十分とは言えない状況

が生じてきた。 

この課題を受けて管理運営会議で、21年度から検

討に入り、西部地区の３住区の運営員体制や日常業

務の取り扱い方等をヒヤリング調査した。特に日常

の中核的業務は複数の人材が担当できる体制と話し

合いで分担を決めて運用していることが判明した。 

管理運営会議で数回の論議、検討の結果、平成24

年度以降、主任運営員体制を見直すこととし、窓口

業務のリーダー役を担う４人程度の「統括運営員」

を配置する。部会長、副部会長と統括運営員を構成

員としたチームによる運営・責任体制に移行する。 

◯ 統括運営員の具体的業務 

４つの分野を担当 

① 会計経理（現金管理、特別会計、消耗品） 

② 給与（毎月の点検、振込） 

③ 月次報告 

④ 総務全般（連絡調整） 

その他、ワイワイまつり、利用者懇談会等 

〇リーダー会議の設置 

部会の庶務を担当し、情報の共有と議題案件の調 

整 

〇統括運営員の賃金は別途定める。 

 

 

 

 

 

  

八 雲 住 区 の 主 な 行 事・事 業 の 経 過 概 要

八雲住区は年間を通して様々な事業を実施してい

る。ここではそれらの事業のうち、地域の大勢の方

が参加してくれている事業の経過を辿ってみる。

みんなの運動会

その後、八雲小学校の吹奏楽部(現：金管バンド)

による演奏をオープニングで行ったり思考を凝らし

た面白い競技を行い、賞品が足りないくらいの参加

者に嬉しい悲鳴を上げる年度もあった。

第 11 回(平成９年度)までは毎年３月に開催して

いたが、３月は年度末で大人も子どもも何かと忙し

いことや運動会に適した季節が良いとの理由で、第

12回からは秋(10月～11月)の開催になる。

令和２年度～令和４年度は新型コロナウィルス流

行の為中止となったが、「またみんなの運動会をやっ

てほしい」と言う要望もあり、どうすれば開催でき

るかと色々な安全対策を考え検討して、令和５年度

(第34回)に再開。事前予約制として１部：未就学児

～小学３年生、２部：小学４年生～小学６年生と分

　そして令和６年度(第35回)より通常開催となり、

「マシュマロで真っ白」や「パン食い競争」はもち

ろん「玉入れ」や「八雲の晩ごはん」など参加者全

員が出られる競技も再開し、本来の『子どもたちを

中心に高齢者も含め、地域の顔見知りを増やす交流

の場』として楽しんでいただいている。

八雲の夏まつり

平成８年８月、それまで氷川神社で行われていた

八雲住区まつりの形を変えて、八雲小学校での「八

雲の夏まつり」（盆踊り大会）が始まった。夏まつり

（盆踊り）の風景が地域に根付き、ふるさと八雲の

風物詩に育ってくれることが願いであった。

まずは実行委員会を立ち上げ、地域の先輩方にそ

のノウハウを伺い、電気工事店との折衝、鳶小杉へ

櫓の設営依頼、実行委員の総力で500張りの提灯の

確保、各団体への模擬店出店の協力要請などに走り

回った。特に八雲小学校校庭は当時ゴムチップ仕様

であった為、ヒールのある履物でさえ禁止であった

のに､ましてや重量のある櫓を設営するのは尚更難

しく、その対策にも相当苦慮した。しかし当時の髙

橋毅校長先生の“やれる方向で前向きに協力しまし

ょう”というお言葉を頂き、どんなにか有り難かっ

たことか。

そんな生みの苦しみを乗り越えて、「八雲の夏ま

つり」は今年度、第28回を迎えた。第８回からは実

施日を７月に変更し、提灯も10年ごとに新規に一般

募集しており、現在620張りの提灯が3,000人以上

の来場者を明るく照らしている。小さなお子さんか

ら大人まで、年々浴衣姿の来場者も増え、踊りに華

を添えている。最近では全国で活躍中の盆女の皆さ

んの指導で、今風の盆踊りも楽しんでいる。模擬店

もＰＴＡ、商店会、町会、地域の多くの団体の皆さ

んにほぼボランティアで参加頂き、賑やかな活気の

あるお祭りを演出している。

H21.7/18･19 第14回八雲の夏まつり・浴衣で盆踊り

またオープニングイベントでは、八雲小の金管バ

ンドの演奏、児童館の子ども太鼓、先生方や子ども

たちを巻き込んでのサプライズイベントも楽しい恒

例の催しとなっている。太鼓も大人と一緒に八雲小

の卒業生が協力してくれており、今年は若者たちの

ボランティア参加も多く、これからの地域活動に希

かれて開催する。八雲のみんなの運動会恒例の「マ

シュマロで真っ白」や「パン食い競争」は衛生管理

の観点から無しとなったが、久しぶりのみんなの運

動会に参加者の子ども達は嬉しそうに競技を楽しん

でいた。

　昭和 62年３月に『子どもたちを中心に高齢者も含

め、地域の顔見知りを増やす交流の場』『八雲小の運

動会とは違った種目で点数に拘らず、和気藹々とし

たふれあいの場』をねらいとして第１回みんなの運

動会を実施。種目は障害物競走や二人三脚・綱引き・

玉入れ・パン食い競争など、競技ごとにもらえる賞

品目当てにエキサイトしながら子どもと大人が入り

混じって楽しんでいた。
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望が持てそうである。帰りには踊り疲れた子どもた

ちに商店会からの“アメのレイ”がプレゼントされ、

大変喜んでもらっている。この「八雲の夏まつり」

が今後も継承されていくことを願っている。 

 

 

 八雲ワイワイまつり  

 

八雲住区センターが平成 10 年に利用開始となっ

た後、平成 12年１月に利用団体の交流・発表の場と

して第１回「八雲ワイワイまつり」が開催され、そ

の後毎年の恒例行事して開催されている。 

 以前は地域の方々が参加する音楽発表会「なかよ

しコンサート」が開かれていたが、平成 15年の第４

回「八雲ワイワイまつり」から一緒に行われるよう

になった。 

 その後、令和２年～４年のコロナ禍で縮小や中止、

延期することもあったが、毎年スタッフや参加団体

などと検討を加えてより内容を充実させ、令和７年

11 月には第 26 回の「八雲ワイワイまつり」が開か

れた。 

 近年では次のように催し物内容も充実して多数の

方が来館している。 

・歌や踊りの実演をするコーラスカフェ 

・俳句や写真、書道などの作品展示 

・無料苗木配布 

・食べ物やバルーンアートなどの模擬店 

・子ども達向けにスタンプラリー、ゲーム 

さらに、お茶席、オモチャの病院、記念写真撮影、

チャリティーバザーやフリーマーケットなど多様な

催しが行われ、また児童館とも共催し子どもたちの

太鼓演奏やゲームコーナーなども行っている。 

 当日は、館内の各所に風船や紙の花など楽しい館

内飾りも施し、当日終了後も月内など数週間に渡り

「ワイワイ美術館」として作品展示を継続して多く

の来館者に鑑賞してもらっている。地域の皆様から

提供いただいた品物を低価格で販売するチャリティ

ーバザーは毎年大盛況で、売り上げは災害復興など

に寄付している。 

 「八雲ワイワイまつり」は八雲住区地域の皆様が

参加する文化祭として開催されてきており、住区住

民会議のメンバーだけではなく、ＰＴＡや児童館、

利用団体、行政などが協力して開催している。 

 

 新年お楽しみ会  

 

昭和 60年 12月八雲住区住民会議が設立され、翌

年昭和 61年１月 19日には「新年お楽しみ会」の前

身にあたる「新春子ども会」が行われた。木工巣箱

作り、机、イスなどの作成、短なわ、大なわとび。

昼にはお雑煮、お汁粉を食べた。 

翌昭和 62年１月 18日には「新年子どもスポーツ

大会」とし、なわとび、ドッチボール、ゲートボー

ル、ソフトボール等のスポーツが中心に行われ、最

後に豚汁を味わった。この時から毎年新年にお楽し

み会が行われる様になった。 

平成２年からは「新年お楽しみ会」となり凧作り、

羽根つき、書初め等お正月あそびを取り入れる様に

なりスタンプラリー形式で行い豚汁やお汁粉が振舞

われた。平成 11年１月からは八雲小学校ＰＴＡと共

催、児童館協力になり、餅つき（もち米は、ちもと

さんに蒸してもらい校庭でもちをつく）とお正月あ

そびを行なう現在の形式が始まった。 

平成 14年、15年、16年には、めぐろ囃子の獅子

舞、児童館太鼓クラブの太鼓演奏も行われる様にな

った。平成 18 年からは児童館太鼓クラブの太鼓演

奏、もちつき、お正月あそびとお雑煮を振る舞う様

になった。平成 21年もちつきはもちろん雑煮も好評

で年々参加者が増え 300人以上が集うようになった。

平成 31年までもちつき、お正月あそび、雑煮が定番

となり 400人～500人の参加があった。 

令和２年から４年までの３年間は新型コロナの影

響により開催は中止になってしまい、令和５年１月

15日から「新年お楽しみ会」が再開したが参加者は

事前申込制となり、もちつき正月あそびを行なった

が、食事は無しとして、もちは持ち帰り自宅で加熱

して食べてもらう様になった。 

令和６年からは自由参加となり、もちつき、正月あ

そび、児童館太鼓クラブの演奏はできる様になった

が、学校の家庭科室が校舎２階に移動になり、雑煮

を運ぶのは危険と判断し、ちぎったもちを配り自宅

で調理してもらう様に変更した。雑煮を校庭で食べ

られないのは残念であるが、もちつき体験ができる

のは、子どもたちや地域の方々も楽しみにしていて 

毎年たくさんの参加者がいる。 
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のは、子どもたちや地域の方々も楽しみにしていて 

毎年たくさんの参加者がいる。 

 

 

 

 

地域避難所運営協議会

地域避難所運営協議会は平成 27 年度に災害時対

応委員会（住区協議会）から引き継ぐ形で始まった。

ここでは様々な検討経過を振り返る。

◆ 区民キャンパスの地域避難所としての検討

この間、一部の町会から「区民キャンパスの方が

八雲小より近いし受入数も多い。区民キャンパスで

も避難所運営訓練ができないか」との声が寄せられ、

平成 28 年 3/29 から 7/28 にかけて「区民キャンパ

ス避難所利用検討会」が開かれた。途中防災課も加

わり、中根住区の２つの避難所運営の取組の聞き取

りも行った。防災課からは、「区民キャンパスの収容

人数は、キャンパス４千人、桜修館１千人計５千人

で、運営協議会は住区エリアに一つなので現在の八

雲住区の協議会が八雲小と区民キャンパスを担う必

要がある」とのことだった。

7/28第４回利用検討会では、区民キャンパス避難

所運営の組織作りが検討され、8/24第２回協議会幹

事会で了承された後、9/20 住区常任委員会を経て

「区民キャンパス避難所運営組織検討会」が設置さ

れた。組織検討会の構成メンバーは町会、八雲アパ

ート住民協議会、区民キャンパス、防災課、住区で、

第１回は 9/29から始まった。

検討項目は、①２つの避難所を運営するための規

定上の課題、実際の訓練上の課題等の洗い出す、②

円滑に運営するための組織体制の検討であった。検

討期間は年内に結論を出し、幹事会に報告のうえ「新

たな避難所運営協議会」を平成 29年４月に発足、６

月の避難所運営訓練を区民キャンパス・八雲体育館

で行うという、駆け足の検討であった。

◆ 区民キャンパス避難所運営組織検討会のまとめ

◆ 災害対策部会の新設

平成 29 年度から八雲住区は八雲小と区民キャン

パスという２つの地域避難所を抱えることになった。

しかも最短で３年後には実施される、避難所２ヵ所

の同時運営訓練という課題に備える必要が生じた。

そのため、平成 28 年 12/17 管理運営会議、1/21 常

任委員会では、避難所運営に必要な人材をこれまで

以上に受け入れられるよう新たな専門部会の設置が

了承された。

平成 23年度以降、災害時対応委員会、避難所運営

協議会では「八雲住区部会」が定例的に開催されて

きたが、この部会を専門部会に格上げし「災害対策

部会」とすることになった。これに伴い、平成 29年

5/20第 32回定期総会で規約が改正された。

平成 29年 6/14の最初の区民キャンパス訓練を経

て、平成 30年 8/29に中央図書館、防災課、協議会

事務局及び各班、災害対策部会をメンバーとした「区

民キャンパス・避難所運営マニュアル検討会」を立

ち上げた。このマニュアルは 12/1の訓練に間に合う

よう 10/16第３回検討会でまとめられた。

◆ ２つの避難所の同時訓練に向けて

平成元年に入り、平成２年度の同時訓練実施の検

討が始まった。4/11、8/6の２回の幹事会では「準備

期間が少ない、完成されたマニュアルがない、スタ

ッフも不足等」から見合わせるという意見、「やって

みて次回以降に活かせば良い」という積極意見がで

てまとまらなかった。

その後、10/20、11/18に関係町会等との打合せ会

を行い、令和２年 11/28に実施する方向となり、令

和２年 1/31第３回幹事会で了承された。併せて、同

時訓練の組織体制、準備スケジュールが検討された。

　一方、並行してマニュアル改訂の検討も行われた。

避難所マニュアル改定作業部会は、平成 28 年 10/21

から 29 年 1/17 まで 4 回開催され、①運営マニュアル

では、住区（H27.4/21版）と防災課 (H28.3/9版)の

比較検討、②資料編では、防災課 (H28.4/1版)の改

訂箇所に基づき住区（H27.9/10版）を変更、③様式

編は防災課が作成したH28.9/30版を確認した。

　12/13 第４回検討会では、以下の新たな組織の基

本方針に沿って新た組織体制と会則改正案を整理し

た。会則改正では、区民キャンパス地域避難所を構

成する桜修館中等教育学校は「今後の検討」と明記

された。

①原則として、幹事会の下に八雲小運営部会・区民

キャンパス運営部会を設置。各部会には部会長と

４つの班を置き、部会長はそれぞれの場所で訓練

に取り組む。２つの運営部会の連絡調整は協議会

事務局及び八雲住区部会が担う。

②区民キャンパス運営部会は平成29年４月に発足

するが、当面は八雲小運営部会と一体で区民キャン

パスの訓練を実施する。そしてマニュアル等に基づ

き訓練を重ねた段階（概ね３年＝平成31年度＝）で

２つの運営部会を切り離し、協議会の下で同時に訓

練が行えるよう進める。
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この年は区長選、都知事選、東京オリンピック・パ

ラリンピックがあり、準備・検討期間が短く、訓練

マニュアルは八雲小マニュアルと区民キャンパスの

これまでの訓練を基に作成することになった。

しかし、平成２年１月以降、コロナ感染が蔓延し、

住区総会も書面開催となる事態となった。同時訓練

は当分延期となり、各避難所はコロナ対策に基づい

た訓練に切り替えた。

専 門 部 会 の 活 動

八雲住区には５の専門部会が年間を通じて活動

し、住区活動を支えている。このほか、特別委員

会、協議会という組織があるが、ここでは専門部会

の活動を紹介する。

生 活 環 境 部 会

（１）部会等

月 1回部会と違反広告除去とパトロールを同日に

行っています。違反広告除去は会員証が必要です。

（２）交通安全の取り組み

・春、秋年２回全国交通安全週間実施期間中主に通

学路（八雲通り）に懸垂幕を取り付け、取り外し

に協力しています。

・新一年生交通安全教室を八雲小学校にて新一年生

の保護者説明会の時、お子様を預かって碑文谷警

察の方の協力のもと子供向けの交通安全のルール

のお話とＤＶＤを見て保護者の方のお話が終わる

まで児童館の先生にお願いして遊んでいただいて

います。

（３）グリーンクラブ

・年３回花苗の植え替えを遊歩道と住区で行い四

季折々の美しい花で皆さんに楽しんでいただいて

います。

・住区のワイワイまつりの時、苗木を配付していま

す。50～70株ですが毎回好評です。

（４）健康活動

・散歩の会を年２回５月と１月の初詣に行っていま

す。

・シニア向け茶話会

おひとり暮らしの方又一般のシニアの方を対象に

お抹茶、緑茶、コーヒー等を提供しておしゃべり

をして楽しいひと時を過ごしていただいています。

年２回の予定で好評です。

（５）その他

・八雲の夏まつりにはひかるおもちゃを販売してい

ます。

・ゆかた販売

リサイクルゆかたを安価で販売して好評です。

・目黒区の会議に出席

（交通安全・違反広告・違法駐輪対策等）

広 報 部 会

広報部会は令和７年現在 ４名で広報誌の発行と

ホームページの更新をしています。

広報誌「やくも住区だより」は昭和 56年６月に第

１号発行、２号は昭和 57年 10月、当初数年間は年

間 ２冊から６冊発行されました。平成２年より年間

４冊のペースで発行を継続しています。

当初はＢ４判の２つ折り B5 判でしたが、平成 21

年６月発行の 116号よりＡ３判２つ折りのＡ４版と

しました。また、平成 20年 12月発行の 114号から

モノクロからカラーにしてより見やすくわかりやす

くしています。

現在の広報誌は八雲地域の全世帯と八雲小学校児

童、サービス事務所や都立大学駅などに計 8,000部

制作しており、今年令和７年は八雲住区住民会議設

立 40周年記念となるため、広報誌でもこれに沿った

特集記事を掲載しています。

毎号八雲住区住民会議の行事のお知らせや行事結

果の報告記事を掲載しており、写真を大きくたくさ

ん載せることで、読みやすいような配慮をしていま

す。さらに６月発行の号では住区住民会議の総会報

告を中心に年間計画をお知らせしています。

八雲住区住民会議のホームページは平成 17 年に

オープンしました。当初より住区センター利用やサ

ークル紹介、また八雲小学校や児童館、地域の各町

内会、目黒区、他の住区等とリンクを設けて毎月随

時更新しています。
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この年は区長選、都知事選、東京オリンピック・パ

ラリンピックがあり、準備・検討期間が短く、訓練

マニュアルは八雲小マニュアルと区民キャンパスの

これまでの訓練を基に作成することになった。

しかし、平成２年１月以降、コロナ感染が蔓延し、

住区総会も書面開催となる事態となった。同時訓練

は当分延期となり、各避難所はコロナ対策に基づい

た訓練に切り替えた。

専 門 部 会 の 活 動

八雲住区には５の専門部会が年間を通じて活動

し、住区活動を支えている。このほか、特別委員

会、協議会という組織があるが、ここでは専門部会

の活動を紹介する。

生 活 環 境 部 会

（１）部会等

月 1回部会と違反広告除去とパトロールを同日に

行っています。違反広告除去は会員証が必要です。

（２）交通安全の取り組み

・春、秋年２回全国交通安全週間実施期間中主に通

学路（八雲通り）に懸垂幕を取り付け、取り外し

に協力しています。

・新一年生交通安全教室を八雲小学校にて新一年生

の保護者説明会の時、お子様を預かって碑文谷警

察の方の協力のもと子供向けの交通安全のルール

のお話とＤＶＤを見て保護者の方のお話が終わる

まで児童館の先生にお願いして遊んでいただいて

います。

（３）グリーンクラブ

・年３回花苗の植え替えを遊歩道と住区で行い四

季折々の美しい花で皆さんに楽しんでいただいて

います。

・住区のワイワイまつりの時、苗木を配付していま

す。50～70株ですが毎回好評です。

（４）健康活動

・散歩の会を年２回５月と１月の初詣に行っていま

す。

・シニア向け茶話会

おひとり暮らしの方又一般のシニアの方を対象に

お抹茶、緑茶、コーヒー等を提供しておしゃべり

をして楽しいひと時を過ごしていただいています。

年２回の予定で好評です。

（５）その他

・八雲の夏まつりにはひかるおもちゃを販売してい

ます。

・ゆかた販売

リサイクルゆかたを安価で販売して好評です。

・目黒区の会議に出席

（交通安全・違反広告・違法駐輪対策等）

広 報 部 会

広報部会は令和７年現在 ４名で広報誌の発行と

ホームページの更新をしています。

広報誌「やくも住区だより」は昭和 56年６月に第

１号発行、２号は昭和 57年 10月、当初数年間は年

間 ２冊から６冊発行されました。平成２年より年間

４冊のペースで発行を継続しています。

当初はＢ４判の２つ折り B5 判でしたが、平成 21

年６月発行の 116号よりＡ３判２つ折りのＡ４版と

しました。また、平成 20年 12月発行の 114号から

モノクロからカラーにしてより見やすくわかりやす

くしています。

現在の広報誌は八雲地域の全世帯と八雲小学校児

童、サービス事務所や都立大学駅などに計 8,000部

制作しており、今年令和７年は八雲住区住民会議設

立 40周年記念となるため、広報誌でもこれに沿った

特集記事を掲載しています。

毎号八雲住区住民会議の行事のお知らせや行事結

果の報告記事を掲載しており、写真を大きくたくさ

ん載せることで、読みやすいような配慮をしていま

す。さらに６月発行の号では住区住民会議の総会報

告を中心に年間計画をお知らせしています。

八雲住区住民会議のホームページは平成 17 年に

オープンしました。当初より住区センター利用やサ

ークル紹介、また八雲小学校や児童館、地域の各町

内会、目黒区、他の住区等とリンクを設けて毎月随

時更新しています。
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 地域行事については最新のものだけでなく、数年

前の内容も継続して掲載、特に広報誌「やくも住区

だより」については、20周年記念の 100号及び平成

19 年 10 月発行の 109 号以降、すべての号をＰＤＦ

で掲載しています。 

広報部会・やくも住区だよりとホームページ 

令和６年９月からより見やすくするため、写真を

大きく掲載するようにし、行事の案内や行事結果な

どを地域の方々により見やすくしています。また雨

天等で行事が急遽変更するような場合にも、ホーム

ページでいち早くお知らせしています。 

ホームページの制作発行には、写真や原稿の提供

をいただいている八雲小ＰＴＡや各部会の方々など、

また目黒区の補助やシルバー人材センターの配布協

力など多くの方々にお世話になっており、大変感謝

申し上げます 

 

 

 青 少 年 育 成 部 会  

 

地域の子どもと大人が交流することを目的に活動し

ています。 

年間の活動は、主に幼児や小学生を対象とした行事

開催のほか、８月を除き月に一度の定例会議を開き、

小学校、ＰＴＡ（八雲小・十中）、児童館、学童保育ク

ラブ（住区センター内・八雲小内）、父母会、ボーイス

カウト目黒８団（以下「ＢＳ」）と活動報告など交流し

ています。 

部会が主催・参加する行事は次のとおりです。 

ＰＴＡ、児童館、ＢＳにご協力いただいて開催して

います。 

① 八雲の夏まつり(実行委員会主催：７月三連休の土

日） 

フランクフルトやチキンナゲットなど食べ物で出

店しています。中高校生スタッフが当日の運営だけ

でなく、事前にスタッフミーティングを開いて出店

内容を検討します。 

② 八雲の水あそび（部会主催：７月下旬） 

幼児コーナーと小学生コーナーで水あそびを楽し

みます。小学生コーナーでは水鉄砲だけでなくスプ

リンクラーも使います。大人もずぶ濡れです。 

③ 星空映画会（部会主催：８月下旬） 

人工芝に座って体育館の外壁に吊るしたスクリー

ンで幼児から小学生向けの映像を楽しみます。夏休

みを締めくくる行事です。 

④ 新年お楽しみ会（部会主催：１月中～下旬） 

餅つきと伝承遊びで正月の雰囲気を楽しみます。

オープニングは八雲児童館太鼓クラブの演奏です。 

伝承遊びは羽根つき、コマ回し、ジャンボかるた

等を児童館職員と一緒に楽しみます。 

餅つきはＰＴＡ、ＢＳが２つの臼でついた餅を来

場者に配ります。 

⑤ 学校探検（部会・ＰＴＡ共催：３月） 

６年生の卒業記念イベントです。学校内を巡り、

お札を集める肝試しです。 

⑥ 目黒区碑文区地区ドッジボール大会(実行委員会

主催、３月第２土)小学５、６年生対象の大会に参加

します。チーム作りと練習、大会での引率に八雲小

ランランひろばにご協力いただいています。 

 

 

 施 設 運 営 部 会  

 

施設運営部会の役割は大別して二つの業務に集約

されます。 

一つ目は八雲住区センターの顔としての窓口業務

一般です。窓口業務といっても単なる電話応対から

始まり、利用者の問い合わせ・苦情対応等も含まれ

て結構幅広い業務をこなしています。その中でも主

体になるのが、利用者団体が趣味・会議等の目的で

住区センターをご利用になる際の受付処理業務です。

この中には利用されるコミュニティルームの使用料

収納や取消処理に伴う還付金返金業務などが主な業

務として含まれます。それ以外としてはコピー印刷

機の管理・車椅子等の貸出業務・行政を中心に配布

されてくるポスター・チラシの管理等の業務も定期

的に発生します。 

又、住区センターでは色々な不要⇒再利用の観点

から不要乾電池・ペットボトルキャップ・プリンタ

ーインク・使用済み切手等の回収も行っています。 

二つ目の業務になるのが住区センター館の管理で

㉔ 
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す。館の管理といっても建物自体が非常に大きく広

い物件（別館もありますがこちらはコミュニティル

ーム２部屋の小規模物件）でありコミュニティルー

ム（貸出可能会議室）が調理室も含めて５部屋あり、

しかも児童館（学童）・老人いこいの家も併設してい

る複合施設を管理していくのでそれなりに日々色々

な事が起こります。

我々が最も日頃から注力してるのが館の防犯・防

火である事は言うまでもありません。その為に本館・

別館共に各箇所のチェック項目を用意して毎晩閉館

前に運営員が必ず点検して火の後始末・窓・扉・非

常口等の管理を徹底しています。又台風等の天変地

異が予想される場合には主要な箇所の排水口等を必

ず点検し必要に応じて木の葉・泥等を取り除き少し

でも水害・雨漏り等に遭遇しないよう努めています

し、それでも不安のある場合は土嚢を事前に不安の

ある箇所に設置して対応しています。

更に建物自体も経年劣化による傷みにも毎年頭を

悩ませられますが、１年に１回は必ず全館点検を実

施し、目黒区施設課及び西部地区サービス事務所と

協議の上、優先順位決定し修繕・交換を実施して日

頃問題なく利用出来るよう注力しています。又、公

共の施設でもあり近隣の住民に迷惑をかけないよう

敷地内の樹木の剪定・消毒・除草作業を目黒区の協

力の下に実施しています。

施設運営部会では毎月１回部会を実施してここま

で列記してきた中での問題点・課題を抽出して説明・

理解を徹底して自今、利用者に迷惑をかけないよう

徹底して対策を講じています。

これらの対策をより実践的にする為に年間に３つ

の大きな行事を行っています。①消防避難訓練の実

施 ②利用者懇談会の実施 ③ＡＥＤ講習会の実施

です。

①の消防避難訓練は調理室からの出火を想定し、

目黒消防署八雲出張所の協力・指導の下 簡単な避

難訓練・通報訓練・消火訓練を運営員・いこい管理

人・児童館職員は無論、当日の施設利用者を巻き込

んで実施し有事に備えています。

②の利用者懇談会は住区からの連絡・要望を伝え、

目黒区からの情報提供も含めて利用頻度の高い利用

団体の代表者に参加してもらい貴重な意見交換の場

にもなっています。

③のＡＥＤ講習会は様々な利用者・特に高齢の方

が数多く来館される住区センターでは必須アイテム

でもあり、住区関係者のみならず地域の一般の方に

も参加していただき、消防団 11分団の方から直接ご

指導してもらっています。

施設運営部会・R7.10/26ＡＥＤ講習会

最後に施設運営部会の基本方針を記載しておきま

す。

（１）

（２）

災 害 対 策 部 会

災害対策部会は、八雲小運営部会とめぐろ区民キ

ャンパス運営部会の２か所において避難所運営訓練

を行っています。

☆八雲小運営部会

毎月部会を行い、年に２回の訓練を実施します。

６月は避難所運営のための学習会を、12月には八雲

小学校において八雲小避難所運営訓練を実施します。

八雲小運営部会では避難所運営訓練に対応すべく４

班に分かれ訓練を行っています。

◇総務・情報班…受付・避難者受け入れ業務、情報

の収集・発信業務など

◇施設・安全班…資機材管理・設置、避難スペース

の誘導・ルール作成など

◇保健・衛生班…トイレ・避難所衛生管理、ペット

対応など

◇給食・物資班…食料・水・物資の配給管理など

とそれぞれの業務遂行に訓練を重ねています。

2024年は“ライフラインがすべて止まった！”と

利用者が満足してご利用出来るよう日頃か

ら「正確・公平・迅速」を心掛けるとともに

運営員全員が「真摯でおもいやりのある」接

遇サービスを徹底する。

来館者に安心してご利用出来るように、施

設の内外の点検・管理を徹底して行う。
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いう想定で“体験型訓練”を行いました。体育館に

は投光器を６台設置し、室内の照明に関しては比較

的過ごしやすいことが分かりました。給水には小学

校裏庭にある給水塔から給水ホースを 20ｍつなぎ

校庭まで水を送りまかないくん(大釜・ガソリン)で

お湯を沸かしアルファ化米を炊くことが出来ました。

トイレの問題も深刻であり訓練では校内トイレに

て携帯トイレの使用方法を、簡易トイレを使用する

訓練も行いランタンで明るさをとりました。ライフ

ライン供給停止時にも対応出来るよう、様々な訓練

を重ねています。

災害対策部会・R7.12/6避難所運営訓練（八雲小）

☆めぐろ区民キャンパス部会

図書館・体育館・ホールからなる複合施設の為、

遠隔からの使用者が多く、災害発災時の時間帯によ

り多数の帰宅困難者と地域からの避難者の対応が想

定されます。また在宅避難者（要配慮者含む）に対

する支援についても、支援センターとしての機能を

果たしていきます。

災害対策部会・R7.11.29避難所運営訓練（区民キャンパス）

キャンパス部会では桜修館中等教育学校との連携

もあり、ライフライン供給停止時には、スタッフ間

の連絡等には無線機等を使用し情報の共有化を図る

必要性があります。このように広範なシチュエーシ

ョンに対応すべく年２回春、秋の避難所運営・防災

訓練を実施しています。




